
 
平成28年度 

『大阪市立大学同窓会』 
定期総会 

  
 

平成２８年１１月３日（木） 
 

於 学術情報総合センター 
10階大会議室 

 



 
 

定 期 総 会 
1.児玉隆夫会長（理院43）挨拶 
2. 議事 
    （1）第1号議案審議・採決（活動報告） 
     （2）第２号議案審議・採決（決算報告） 
    （3）第３号議案審議・採決（計画案、予算案） 

    （4）第４号議案審議・採決（役員改選） 
    （5）第５号議案審議・採決（会則一部改正）  

3. 表彰式・贈呈式 
 ①感謝状贈呈（五代銅像建立多額寄付者ほか） 

  ②「五代スクエア」植栽・設備一式寄贈 目録贈呈 

4.その他 事務局からのお知らせ    



 
 ＜第１号議案＞ 

  平成２７度活動報告・承認の件 
 

（平成27年４月～平成28年３月） 



平成27年度活動報告 まとめ 

1 広報・ＰＲ、協力要請活動 
 1）全学 会報発行 2）全学ＨＰの充実・強化 

 3）各支部へのＰＲ・協力要請 

 4）在学生へのＰＲ強化(銀杏祭・ふたば祭で同窓会ブース設置・PR) 

 
2 在学生支援活動 
 1）就職支援・進路相談活動(現職「公務員」「教員」「民間企業」OBと在学生の交流会等) 

 2）国際力強化支援(海外大学生との交流会)  3）ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ支援 ほか 

 

3 全国各支部活性化支援活動 
  ・各同窓会名簿整理と各支部への提供 

  ・新支部、世代別集い創設拡大（2支部増加、女性部会等創設） 
 

4 五代友厚銅像建立プロジェクト推進活動 
  ・銅像建立費用は全て卒業生の寄付で対応 

  ・完成記念式典 実施(H28年3/18） 



１ 広報・ＰＲ、協力要請活動 

第10号（5月発行済） 

１）全学同窓会 会報発行 （年３回、1,5,9月発行） 

第11号（9月発行済） 

※合計５万部発行/回  第12号（Ｈ29/1発行予定） 



１ 広報・ＰＲ、協力要請活動 

※是非 全学同窓会ＨＰをご覧ください  

2
）全
学
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
充
実
・強
化 

全学同窓会の 

ホームページを見れば 

各同窓会や 

大学の最新ニュースも 

全て閲覧でき便利 

 

メールマガジン発行も 

準備中 

 

更に 

「全学会報」（全頁 PDF） 

「会員のひろば」 

「支部だより」 

も閲覧可能 



１ 広報・ＰＲ、協力要請活動 

3）各支部・関係クラブへのＰＲ・協力要請 

児玉会長及び副会長が各支部総会等訪問 
〈完了済み 9支部2クラブ 11月以降6支部1クラブ予定〉 
 

 5月；奈良支部 
 6月；京滋支部、愛媛支部、柳光会 
 7月；三重支部 
 9月；神戸支部、北海道支部、福岡支部 
10月；東北支部、山陰支部、青柳会 
 
11月；北陸支部、鹿児島支部、北摂支部、愛知支部、東京支部 
12月；宝塚支部、柳光会 



１ 広報・ＰＲ、協力要請活動 

  

4）同窓会ＰＲブース設置（在学生へ同窓会ＰＲ強化） 

（Ｈ27/11銀杏祭・Ｈ28/4ふたば祭で在学生へＰＲ実施） 



 ※後輩のために貴重なアドバイス、有難うございました。 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（１） 

１）就職支援・進路相談活動① 

現職教員ＯＢ・ＯＧと在学生の交流会（第2回 Ｈ27・5/30土曜） 
 
・講師；大阪府、奈良県の高校・中学教員 計4名（ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ） 
・在学生；38名 
・大学；添田文学部准教授、小林学生支援課特任顧問、市村全学 
同窓会副会長ほか同窓会関係者参加 



 ※後輩のために貴重なアドバイス、有難うございました。 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（2） 

１）就職支援・進路相談活動② 

現職公務員ＯＢ・ＯＧと在学生の交流会（第4回Ｈ27・7/4土曜） 
・講師；大阪府・大阪市・堺市、兵庫県・神戸市、京都市、奈良県、 

     和歌山県に勤務の若手ＯＢＯＧ18名 
・在学生；48名 
・大学；桐山副学長、福島文学部教授、富澤学生担当部長、岩川 

 就職支援室長、市村全学同窓会副会長ほか同窓会関係者参加 



１）就職支援・進路相談活動③ 

現職民間企業勤務（金融関係）ＯＢと在学生の 

 交流会（第1回Ｈ27・6/27土曜） 
・講師；三井住友銀行、みずほ銀行、日本生命に勤務の 

 若手ＯＢ4名 
・在学生；26名 
・大学；岩川就職支援室長ほか同窓会関係者参加 

 ※後輩のために貴重なアドバイス、有難うございました。 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（3） 



１）就職支援・進路相談活動④ 
「学生見学会」（第6回） 

大阪市消防局・西消防署勤務OBOGとの交流会（Ｈ28・2/17水曜） 
工学部同窓会・工学部主催 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（4）各同窓会独自実施 

２）奨学金支給、図書寄付等支援活動 
「奨学金支給」 有恒会、工学部同窓会 （医学部も検討中） 

「図書寄付」   医学部同窓会、看護 よつば会 

 



２）国際力強化支援  

  海外大学生との交流会 

◆第2回日中大学学生芸術交流展 開催 H28年2/18～20  

  於,難波ＯＣＡＴビル4階 難波市民学習センター アートスペース 
    ・美術部青桃会現役生、中国上海大学在学生参加 
   ・大学国際センター 協力 

※来年春、第3回芸術交流展を上海で開催予定 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（5） 

 ※積極的な海外挑戦で国際性を高めよう！ 



3）ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ支援   

 文系・理系のOBOGの貴重な講演が聞け、視野が広がる 
①公開講座支援（「商経講座」支援 大学「大阪学」支援）   
②女子学生対象「夢応援プログラム」（Ｈ27年1/17 2/7） 
（約40％を占める女子学生と女性講師の交流、大学では聞けない話が聞ける）    

 ※文系・理工系・医学系も有するｺﾝﾊﾟｸﾄﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨならではの支援活動 

２ Ｈ27年度在学生支援活動実績（6） 



3 Ｈ27年度全国各支部活性化支援実績 

・沖縄、姫路の２支部増加（国内25支部→27支部） 
 
・「女性部会」「ビジネス交流会ＩＮ大阪」新規設立 
  

各支部総会・イベントの案内状に活用 

 （各支部活動の活性化） 

※2支部増加に寄与（25支部→27支部） 
 （沖縄・姫路） 

１）各同窓会名簿整理と各支部へ県別名簿（54,364件）提供  

２）新支部、世代別集い創設拡大 



 
 

４ 五代友厚銅像建立プロジェクト推進活動 

      ～生誕180周年記念～ 

・大阪財界の父 
・市大の創立に尽力、 
 本学の前身「大阪商業講習所」を 
 設立(１８８０年） 
・母校の「象徴」 
 卒業生・在学生の「誇り」として 
 末永く偉業を讃えて参ります           

◆完成記念式典3/19実施  
◆ご寄付有難うございました 
 ご寄付合計４，９０９万円 
         （1,018件） 



銅像完成記念式典（講演会） 



銅像完成記念式典（除幕式） 



銅像完成記念式典（パーティ） 



 
 ＜第２号議案＞ 

平成２７年度決算報告 
   ～監査報告～ 
 



平成２７年度決算資料を入れる 
 



監 査 報 告 書 

大阪市立大学同窓会 
 会長 児 玉 隆 夫 殿 
                      平成28年10月14日 
                     大阪市立大学同窓会 
                      監事 人見 宗男 
                      監事 小川 泰彦  

私たちは、大阪市立大学同窓会の平成27年4月1日から 
平成28年3月31日までの平成27年事業年度の会務の執行
及び収支計算書について監査を行った。監査の結果、会務
の執行は、大阪市立大学同窓会会則に従い、役員会の決
議に基づき誠実に執行されており、また上記の収支計算書
は、大阪市立大学同窓会会則に従い、平成28年3月31日を
もって終了する事業年度の収支の状況を正しく示している  
ものと認める。                        以上                                                                                                   



 
 

＜第３号議案＞ 

 平成２８年度活動計画（案）・承認の件 

 及び 

 平成２８年度予算（案）承認の件 

 



事業区分 全学同窓会H28年度活動計画案　注：赤文字は28年度新規事業

（１）全学同窓会「会報」充実・強化　タブロイド判⇒「冊子化」の検討

（２）全学同窓会「ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」の充実・強化　各同窓会、大学HPとの連携、メルマガ発行

（３）「名簿」の入手・活用の強化、拡大　総合的名簿管理システム検討（在学生名簿含）

※重点３テーマとして強力推進

（4）各支部総会に出席、PR・協力要請
・在学生保護者にも参加要請（協力支援の輪の拡大）　・地方入試説明会支援（支部へ協力要請）

（５）大学への理解・協力誘導
・ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ充実　・銀杏祭等同窓会PRブース設置　⇒在学生へのＰＲ強化

（1）就職支援・進路相談　　若手OBOGとの交流会（現職公務員・教員・民間企業）

（２）国際力強化支援　海外在住経験OBOGとの交流会、海外大学生との交流会(日中芸術交流展）

（３）キャリアデザイン支援
①公開講座支援「商経講座」「大阪学」（本学ならではの文系・理系先輩の貴重な講演　講師候補の推薦）
②女子学生対象「夢応援事業」　（大学では聞けない話が聞ける）　③奨学金制度、表彰助成

（４）クラブ活動・各種行事支援　　（在学生、同窓会双方行事の相互協力で交流を深化）

（1）夢基金寄付、ふるさと納税募集協力　各支部、関係団体に寄付呼びかけ実施

（２）施設・図書・備品・等寄付　　「五代スクエア」の植栽・設備一式寄付

（３）産学官連携支援協力
産学官連携アドバイザー　東京地区→その他へ拡大

（１）全国各支部活性化支援
（各支部へ名簿提供、活性化ﾉｳﾊｳ提供　⇒新卒者名簿、地方出身在学生保護者名簿提供）

（２）新支部、世代別集い創設拡大推進
・国内27支部⇒更なる拡大推進（静岡、大阪南部、宮崎等）
・女性部会、関西ﾋﾞｼﾞﾈｽ同窓会(ビジネス交流会ＩＮ大阪）創設⇒新卒会員支部総会参加拡大

広報・PR協力
要請
（全卒業生からの母校・
在学生支援協力を得る。
在学生にもPR）

在学生支援
（卒業生の知識・経験・
ﾉｳﾊｳ・ﾈｯﾄﾜｰｸを活用）

大学支援
（最終、在学生支援にも
つながる）

各同窓会・
各支部支援



事業
区分

全学同窓会H28年度活動計画案
注：赤文字は28年度新規事業

（１）全学同窓会「会報」充実・強化
タブロイド判⇒「冊子化」の検討

（２）全学同窓会「ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」の充実・強化
各同窓会、大学HPとの連携、メルマガ発行

（３）「名簿」の入手・活用の強化、拡大
総合的名簿管理システム検討（在学生名簿含）
※重点３テーマとして強力推進

（4）各支部総会に出席、PR・協力要請
・在学生保護者にも参加要請（協力支援の輪の拡大）
・地方入試説明会支援（支部へ協力要請）

（５）大学への理解・協力誘導
・ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ充実　・銀杏祭等同窓会PRブース設置
⇒在学生へのＰＲ強化

1)
広報・PR
協力要請
（全卒業生か
らの母校・
在学生支援
協力を得る。
在学生にも
PR）



事業
区分

全学同窓会H28年度活動計画案
注：赤文字は28年度新規事業

（1）就職支援・進路相談
若手OBOGとの交流会（現職公務員・教員・民間企業）

（２）国際力強化支援
海外在住経験OBOGとの交流会、海外大学生との交流会
(日中芸術交流展）

（３）キャリアデザイン支援
①公開講座支援「商経講座」「大阪学」
（本学ならではの文系・理系先輩の貴重な講演　講師候補の推薦）
②女子学生対象「夢応援事業」　（大学では聞けない話が聞ける）
③奨学金制度、表彰助成

（４）クラブ活動・各種行事支援
（在学生、同窓会双方行事の相互協力で交流を深化）

2)
在学生
支援
（卒業生の
知識・経験・
ﾉｳﾊｳ・ﾈｯﾄﾜｰ
ｸを活用）



事業
区分

全学同窓会H28年度活動計画案
注：赤文字は28年度新規事業

（1）夢基金寄付、ふるさと納税募集協力
各支部、関係団体に寄付呼びかけ実施

（２）施設・図書・備品・等寄付
「五代スクエア」の植栽・設備一式寄付

（３）産学官連携支援協力
産学官連携アドバイザー　東京地区→その他へ拡大

（１）全国各支部活性化支援
（各支部へ名簿提供、活性化ﾉｳﾊｳ提供
⇒新卒者名簿、地方出身在学生保護者名簿提供）

（２）新支部、世代別集い創設拡大推進
・国内27支部⇒更なる拡大推進（静岡、大阪南部、宮崎等）
・女性部会、関西ﾋﾞｼﾞﾈｽ同窓会(ビジネス交流会ＩＮ大阪）創設
⇒新卒会員支部総会参加拡大

3)
大学支援
（最終、在学
生支援にもつ
ながる）

4)
各同窓
会・
各支部支
援



１）就職支援・進路相談活動 

現職教員ＯＢ・ＯＧと在学生の交流会（第3回 Ｈ28・5/28土曜） 
・講師；大阪府、兵庫県、奈良県の現職教員 計5名 
 （ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ） 
・在学生；13名 
・大学；添田文学部准教授、小林特任研究員、市村全学同窓会副会
長ほか同窓会関係者参加 

ご協力大阪府、兵庫県、奈良県の教員(市大ＯＢＯＧ）の皆様、有難うございました。 

１ Ｈ28年度 在学生支援活動実績（１） 



１）就職支援・進路相談活動 

現職公務員ＯＢ・ＯＧと在学生の交流会（第5回Ｈ28・7/2土曜） 
・講師；大阪府・大阪市・堺市、兵庫県・神戸市、京都市、奈良県、 

     和歌山県に勤務の若手ＯＢＯＧ17名 
・在学生；52名 
・大学；井上副学長、福島文学部教授、富澤学生担当部長、岩川 

 就職支援室長、奥野生協特別事業部部長ほか同窓会関係者参加        

 ※後輩のために貴重なアドバイス、有難うございました。 

１ Ｈ28年度 在学生支援活動実績（2） 



五代友厚記念事業の取組み（検討委員会発足） 

2 Ｈ28年度 大学支援活動中心 

1 五代銅像建立広場「五代スクエア」の  

   植栽・設備（ベンチ、テーブル、照明灯、  

   散水装置）一式を大学へ寄贈（11/3贈呈式） 

 

2 大学の講座に五代関連「国際ビジネス講座」を開設 

  五代の意志を継ぐ人材（学生）を育て、大学の進める 
   海外研修必須化構想を支援 

  

3 その他   「銅像建立記念誌」の発行（10/末） 

     A4 2,000冊、寄付者に送付 
           (本日ご参加の皆様にもお渡しします） 



平成２８年度予算案資料を入れる 
 

（単位：千円）

収　　 　入 支　　 　出

項　　目 金　　額 　項　　目　 金　　額

前期繰越高 568 広告費　　　　　 会報発行費用 2,190
大学支援事業費 16,000 　　　　　　　　　　会報発送諸係 4,340
同窓会バッジ売上金 1,197 　　　　　　　　　　ホームページ維持・強化費用 1,000
広告料（株）ブライダル 228 　　　　　　　　　　その他広報費用 570

（小計） 8,100
在学生支援　　　就職支援費用 1,450
　　　　　　　　　　 全学公開講座等キャリアデザイン支援費用 970

（小計） 2,420
各支部へのＰＲ、協力要請活動費（会長、副会長旅費等） 570
総会会費　　　　会長副会長他支部総会会費 160
新支部創設・世代別集い創設（女性や若手の会）関連経費 1,100
会議費用　　　　役員会、常設委員会他 170
文化交流センター談話室分担金 400
事務局費用　　  人件費 3,110
雑費　　　　　　　活動費納入に係る費用（教育後援会払い） 220
　　　　　　　　　　消耗品、振込手数料他 250

（小計） 470
予備費 900
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費用計 17,400

次期繰越高 593

合　 　計 17,993 合　 　計 17,993

大阪市立大学同窓会　平成28年度収支予算案
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

 ＊  大学支援事業費：平成25年入学生（保護者）から年間16,000円/人を教育後援会費名目で在学期間中納入していただく。
　　  そのうち、全学同窓会の大学支援活動費用見合い分が、3,000円/人　（残りの13,000円/人は教育後援会の教育支援活動見合い分）



 
   

＜第４号議案＞ 

    任期満了に伴う役員改選の件 
    （平成２９・３０年度役員選出） 

 

 

 



本総会において承認を受け、改選・選出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏名 卒年 所属同窓生会名 所属同窓会役職

会長 再任 児玉　隆夫 院理昭43 理同窓会 顧問

副会長 再任 尾山　　基 商昭49 有恒会 会長

副会長 新任 牧野　忠廣 経昭44 有恒会 副会長

副会長 再任 市村　彰男 院理昭46 理同窓会 会長

副会長 再任 西口　克彦 工昭43 工学部同窓会 会長

副会長 再任 生野　弘道 医昭44 医学部同窓会 会長

副会長 再任 岸本　幸臣 生昭38 生活科学部同窓会 会長

副会長 再任 白田　久美子 看昭44 看護系同窓会よつば会 会長

副会長 再任 喜多　繁幸 院創平24 創造都市研究科同窓会 会長

監事 再任 小川　泰彦 商昭53 有恒会 監事

監事 再任 人見　宗男 工昭３１ 工学部同窓会 理事

※全学同窓会会則（役員の選任・任期）

役員任期満了に伴う２９・３０年度役員選出の件
役員任期満了(27・28年度 26年11/3～28年11/2、1期2年）に伴う

平成２９年度・３０年度（28年11/3～30年11/2）の役員候補は下記の通りであり、

第　７　条　　役員の選出にあたっては、総会で承認を受ける。また役員の任期は２年とし再任を妨げない。

全学同窓会　役職候補

なお、副会長については１名増員し、有恒会から副会長を選出する。（副会長は計７名を８名）



 
 

敬称略
全学
同窓会
役員

所属
同窓会名

所属
同窓会
役職

役員氏名 卒年

会長 理同窓会 顧問 児玉　隆夫 理院昭43

有恒会 会長 尾山　　基 商昭49 有恒会 副会長 羽原　顕三 商昭38 有恒会 副会長 森本　喬 文昭36

有恒会 副会長 牧野　忠廣 経昭44 有恒会 副会長 小林　俊介 法昭44
運営
本部委員 宮川　庄一 経昭45

理同窓会 会長 市村　彰男 理院昭46 有恒会 運営委員 村上　芳子 商昭58
運営
本部委員 北村　吉文 経昭48

副会長 工学部同窓会 会長 西口　克彦 工昭43 理同窓会 副会長 佐藤　和信 理平01
運営
本部委員 扇田　豊 法昭50

医学部同窓会 会長 生野　弘道 医昭44 工学部同窓会 理事 瀧山　武 工昭59 理学部 会長 市村彰男 理院昭46

生活科学部同窓会 会長 岸本　幸臣 生昭38 医学部同窓会 理事 鶴原　常雄 医昭35 事務局 事務局長 植田浩吉 法S44

看護系よつば会 会長 白田　久美子 看昭44 医学部同窓会 理事 田中　祐尾 医昭44 事務局次長 齋藤郁朗 法S44

創造都市
研究科同窓会 会長 喜多　繁幸 創院平24 生活科学部同窓会 委員 生田　英輔 生平11

監事 有恒会 監事 小川　泰彦 商昭53 看護系よつば会 広報・ 情報部 中谷喜美子 看昭51

工学部同窓会 監事 人見　宗男 工昭３１ 看護系よつば会 広報・ 情報部 辻野美由紀 看院平22 全学同窓会 会長 児玉　隆夫 理院昭43

看護系よつば会 広報・ 情報部 正松本悦子 看昭58 有恒会 商友会 羽原　顕三 商昭38

看護系よつば会 広報・ 情報部 森本 哲生 看平24 商友会 下﨑　千代子 商昭52

有恒会 副会長 牧野　忠廣 経昭44 創造都市研究科同窓会 会長 喜多　繁幸 創院平24 商友会 大西　基勝 商昭52

有恒会 副会長 森本　喬 文昭36 商友会 柴田　洋 商昭57

理同窓会 会長 市村　彰男 理院昭46 経友会 出原　康雄 経昭42

工学部同窓会 理事 前谷　治男 工昭51 全学同窓会 事務局長 植田浩吉 法昭44

医学部同窓会 副会長 志村研太郎 医昭49

生活科学部同窓会 委員 春木　敏 生昭49 事務局 事務局長 植田浩吉（有恒会兼） 法昭44

看護系よつば会 書記 玉上　麻美 看院平25 事務局次長 齋藤郁朗（有恒会兼） 法昭44

創造都市
研究科同窓会 会長 喜多　繁幸 創院Ｈ24 事務職員 酒井和美（専任） ー

臨時委員会（在学生支援プロジェクト）常設委員会（広報委員会）

常設委員会（事業委員会）

臨時委員会（五代友厚記念事業検討委員会）

（五代銅像建立プロジェクトは終了）

29年度・30年度 全学同窓会 役員 ・各委員会等体制（案）



 
 

改正部分：（役員）第６条  

＜現行＞ 
 第６条 本会に次の役員をおく。 
    （１）会長１名 
    （２）副会長７名（各同窓会から代表１名で構成） 

    （３）監事若干名 
＜改正案＞ 
 第６条 本会に次の役員をおく。 
    （１）会長１名 
    （２）副会長８名（各同窓会の代表１名が基本、但し有恒会は２名で構成） 

    （３）監事若干名  
 
   ※改正趣旨：会員数の約60％を占める有恒会から副会長を1名増員し、 
            組織体制強化を図る。 （尚、改正部分は上記のみ） 

 ＜第5号議案＞ 
      会則一部改正の件 
 



３①感謝状贈呈Ⅰ（五代友厚銅像建立多額寄付者） 



 
 

３①感謝状贈呈Ⅰ（五代友厚銅像建立多額寄付者） 

寄付金 1,000万円 岩佐 亘純 様 

 

 
寄付金  100万円   坂元 正裕 様  
                             坂根 正弘 様 
               塚本 喜左衛門 様 
              柴田 洋 様 
              吉田 祐一 様 
              植田 光紀 様 
              西 良一 様 
              商友会会長 岡本直之 様 
              佐合紘一ゼミ ＯＢ会 様 

寄付金   50万円  尾山 基 様 

                山田 忠尚 様 

                森下会 一同 様 



３①感謝状贈呈Ⅱ（田中記念館同窓会サロンへ寄付） 



３②五代スクエア植栽・設備一式寄贈 目録贈呈 



１）同窓会ＰＲブース設置（銀杏祭会場） 
 来場者に①ドリンク券無料配付（屋台使用200円相当） 

       ②スタンプラリー実施 
       ③同窓会バッジ頒布（割引価格1,500円） 

～銀杏祭に参加し在学生諸君との交流をお楽しみ下さい～ 
 

２）11/17：秋のワンデートリップ（市大植物園見学） 

 

３）H29/3：第3回日中大学学生芸術交流展 
       於、上海  主催美術部青桃会 

  ～今回も皆様のご支援（カンパ）をお願い致します～    
 

４ 全学同窓会事務局からのお知らせ 



大阪市立大学同窓会 

・有恒会（商・経・法・文） 
・理学部同窓会 
・工学部同窓会 
・医学部同窓会 
・生活科学部同窓会 
・看護系同窓会よつば会 
・大学院創造都市研究科同窓会 
 
全学同窓会の傘下で従来通り自主独立
的に活動。全学同窓会の要請を受けて
所属の同窓生に働きかけ支援協力実施 

＜参画メンバー＞卒業生中心 

  ・大学、在学生支援が第一の目的 

（各学部同窓会） 

大阪市立大学教育後援会 

＜参画メンバー＞保護者中心 

  ・在学生支援が中心 

大阪市立大学の『大学支援体制』概要 

 （平成２４年１１月３日設立） （平成２４年１２月８日学友会を改組） 

 
 
 

全学同窓会と教育後援会の役割分担 
 

◆教育後援会 
  在学生支援の殆どの項目について対応 

◆大阪市立大学同窓会（全学同窓会）  
  教育後援会が対応困難な 
  大学・在学生支援について対応 
 （卒業生によるボランティア的,人的協力等の 
  支援がないと実現困難なもの） 

 
 
 



大学支援団体の位置付けと連携関係 

大阪市立大学 

大阪市立大学教育後援会 

大学支援協議会 
（通称：三者協議会） 

（事務局：大学サポーター支援室） 

有恒会(商・経・法・文),理学部同窓会,
工学部同窓会,医学部同窓会, 
生活科学部同窓会,看護系同窓会よつば会, 
大学院創造都市研究科同窓会 

連携 

大阪市立大学同窓会 

図３ 

連携 

連携 
 
 

 
 

３者は強力に大学・在学生支援を果すため 
大学支援協議会（３者協議会）を設立、 
相互に連携協力、大学支援の方向づけと推進を行う。 

 
 
 

 



大阪市立大学同窓会 組織体制 H28/11  

会長、副会長 

（正会員） 

会長、副会長、監事 
（1） （8） （2） 

・在学生支援プロジェクト 
・五代友厚銅像建立プロジェクト 

・広報委員会 
・事業委員会 

常設委員会 

総会 

役員会 

会長・副会長会 

事務局 

臨時委員会 

※副会長は各同窓会から代表1名就任を基本（但し有恒会は2名 計8名） 
※実行組織として恒常的事業（広報関係他）については常設委員会を設置 
 その他は臨時委員会にてプロジェクトを都度臨時に設置・運営 



大阪市立大学同窓会 会則(一部改正案)             20161103   

（名称） 
第 １ 条 本会は、大阪市立大学同窓会と称する。 
（目的） 
第 ２ 条 本会は、大学と会員との連携・交流ならびに会員相互の連携・

交流を図るとともに大学の発展を支援することを目的とする。 
(事業) 

第 ３ 条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行なう。 
（１）大学の発展を支援する事業 

  （２）大学と会員との連携・交流ならびに会員相互の連携・交流に 
      関する事業 
     （３）各同窓会が行なう諸活動を支援する事業 
     （４）その他本会の目的達成に必要な事業 
（会員） 
第 ４ 条 本会は、下記の会員をもって構成する。 
   （１）正会員・・・卒業生（前身校を含めた全ての卒業生） 
   （２）準会員・・・在学生（学部学生、大学院学生） 
   （３）賛助会員・・本会目的に賛同し事業活動を支援する個人及び団体 
（本部） 
第 ５ 条 本会は、本部を大阪市住吉区杉本３丁目３番１３８号大阪市立

大学内におく。 
       なお、本会の事務局は本部内におく。 
（役員） 
第 ６ 条  本会に次の役員をおく。 
   （１）会長    １名 
   （２）副会長  ８名（各同窓会の代表１名が基本、但し有恒会は２名で 
           構成） 
   （３）監事   若干名 
（役員の選任・任期） 
第 ７ 条  役員の選出にあたっては、総会で承認を受ける。また役員の

任期は２年とし再任を 妨げない。 
２ 補欠または増員により、選出された役員の任期は、前任者 

                 または現任者の残任期間とする。 
      ３ 役員はその任期終了後でも後任者が就任するまでは、なお 
             、その職務を行なう。 
（役員の職務） 
第 ８ 条  会長は本会を代表し会務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を 
       代行する。 

３ 監事は本会の会計及び会務について監査するとともに、役員会に出席 
  し意見を述べることができるものとする。 
（会の運営と会務の執行） 
第 ９ 条  本会の運営組織として役員会及び会長・副会長会をおく。 

２ 役員会は会長・副会長及び監事をもって構成する。 
             ３  役員会は会長の招集により以下の事項を審議しこれを決定 
              する。但し、監事は決定には加わらないものとする。 
    （１）事業計画案及び事業報告案 
    （２）予算案及び決算案 
    （３）会則の改廃に関する案 
    （４）会務に関する重要な事項及びその他会長が必要と認めた事項 

４ 会長・副会長会は会長及び副会長をもって構成し、会長が必
要に応じて招集し、会務を審議し決定する。またその実行機
関として常設委員会等各種委員会を 設置することができる。 

５ 本会の会務の執行は、会長が会長・副会長会の補佐の下に
行なう。 

（総会） 
第 １０ 条  本会の定期総会は年１回、11月に開催する。 

２ 総会は正会員をもって構成する。 
             ３ 総会は会長が招集し、議長として総会に次の事項を付議し 
              その承認を受けなければならない。 

（１）事業計画及び収支予算    （２）事業報告及び収支決算 
（３）資産管理に関する事項     （４）会則の改廃に関する事項 
（５）その他役員会が必要と認めた事項 

      ４ 総会の議事は正会員である出席者の過半数をもって決する。 
       可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 会長が必要と認めたとき臨時総会を開催することができる。 
（会計） 
第 １１ 条  本会の活動に伴う経費は下記をもって充てる。 

（１）大学支援事業費 
       （２）各学部同窓会から拠出される負担金 
       （３）個人及び団体からの寄附金 

２ 本会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日とする。 
  

付則 
（施行期日） 
      本会則は平成２８年１１月３日から施行する。 


